
熊
本
県
現
代
俳
句
協
会 

会
報 

２
０
２
０
年
度 

第
３
号 

 
現
代
俳
句
く
ま
も
と 

第
１
５
号 

 
「
ゲ
ー
ム
散
歩
・
吟
行
」
の
試
み 

 

吉
良 

香
織 

令
和
２
年
８
月
１
２
日
、
勤
め
先
の
換
気
の
良
い
教
室
で
、
有

志
の
司
書
と
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
で
「
ゲ
ー
ム
散
歩
・
吟
行
」

を
敢
行
し
た
。 

ゲ
ー
ム
好
き
の
同
僚
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
見
つ
け
た

「
ゲ
ー
ム
散
歩
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
本
学
の
学
生
に
も
体
験

し
て
も
ら
い
た
い
と
開
い
た
、
催
し
で
あ
る
。 

 

プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
４
「
ゴ
ー
ス
ト
・
オ
ブ
・
ツ
シ
マ
」、

N
in

ten
d
o S

w
itch

「
集
ま
れ
動
物
の
森
」
を
学
生
に
操
作
し
て

も
ら
い
、
ゲ
ー
ム
好
き
は
画
面
を
観
覧
。
俳
句
が
詠
め
そ
う
な
人

に
は
、
画
面
か
ら
季
語
を
見
つ
け
て
は
俳
句
を
詠
ん
で
も
ら
っ

た
。
で
き
た
句
が
こ
ち
ら
。 

〈
吟
行
地
「
ゴ
ー
ス
ト
・
オ
ブ
・
ツ
シ
マ
」
４
句
〉 

 

木
漏
れ
日
の
中
か
ら
見
下
ろ
す
猛
き
熊 

 
 
 

学
生
句 

 

夏
風
に
吹
か
れ
て
出
会
う
狐
か
な 

 
 
 
 
 

学
生
句 

 

な
り
ゆ
き
で
熊
と
闘
い
ゆ
く
夏
路 

 
 
 
 
 

香
織 

 

戦
い
疲
れ
れ
ば
ト
リ
カ
ブ
ト
手
に
余
る
ほ
ど 
 

香
織 

〈
吟
行
地
「
集
ま
れ
動
物
の
森
」
２
句
〉 

 

夏
休
み
な
ら
ば
ス
ズ
キ
も
バ
ッ
タ
も
ポ
ッ
ケ
に 

香
織 

 

夏
帽
子
被
れ
ば
友
の
来
る
気
配 
 
 
 
 
 
 

香
織 

出
来
、
不
出
来
は
今
回
不
問
。
刀
を
振
る
う
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
・
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
動
物
の
森
、
と
舞
台
の
雰
囲
気
が
句
か
ら

伝
わ
っ
て
く
る
の
で
こ
れ
で
よ
し
と
し
た
。 

こ
れ
が
新
し
い
吟
行
の
形
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
時
期
尚
早

か
と
思
う
（
第
一
手
間
が
掛
か
る
）。
ゲ
ー
ム
画
面
を
見
な
が
ら

作
句
も
可
能
と
い
う
事
を
確
認
で
き
た
の
が
、
今
回
自
分
に
と

っ
て
一
番
の
収
穫
で
あ
っ
た
。 

昨
年
度
か
ら
現
代
俳
句
協
会
に
入
会
し
ま
し
た
、
吉
良
香
織

と
申
し
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

３
０
年
永
年
会
員 

記
念
作
品 

 

『
現
代
俳
句
』
２
０
２
０
年
１
２
月
号
よ
り 

終
章
を
ぽ
っ
と
照
ら
し
て
椿
落
つ 
 
 

木
庭 

杏
子 

き
ら
き
ら
と
余
生
に
逸
る
秋
景
色 

 
 

志
賀 

孝
子 

春
は
曙
熊
本
平
野
ぴ
ょ
ん
と
跳
ぶ 

 
 

田
上 

公
代 

  

私
の
一
句
自
句
自
解 

 

も
う
一
人
母
の
居
そ
う
な
花
の
雨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丘 

菜
月 

俳
句
と
出
合
っ
て
年
月
を
重
ね
て
き
た
が
、こ
れ
ほ
ど
長
く

何
か
を
続
け
た
事
は
無
く
、向
き
合
う
時
間
を
楽
し
ん
で
い
る
。

脚
を
悪
く
し
て
か
ら
は
外
出
も
少
な
い
が
、何
十
年
分
も
の
思

い
出
が
季
語
と
共
に
ふ
つ
ふ
つ
と
浮
か
ん
で
来
る
事
を
喜
ん

で
い
る
。 

四
年
前
に
逝
っ
た
母
は
桜
色
が
よ
く
似
合
っ
た
。無
口
で
物

静
か
だ
っ
た
母
を
桜
色
の
中
に
詠
み
続
け
て
い
き
た
い
。 

 ☆ 

第
４
回
「
二
百
十
日
」
俳
句
大
会 

 

 
 
 
 
 
 

（
２
０
２
０
年
８
月
２
８
日 

於
阿
蘇
） 

〈
秀
逸
〉 

水
羊
羹
の
纏
ふ
明
か
り
を
戴
き
ぬ 

 
 

西
村 

楊
子 

〈
佳
作
〉 

腹
這
の
猫
の
親
子
の
端
居
し
て 

 
 
 

徳
山 

直
子 

〈
熊
本
県
現
代
俳
句
賞
〉（
加
藤
知
子
選
） 

噴
煙
を
己
が
纏
ひ
て
阿
蘇
良
夜 

 
 
 

田
代 
幸
子 

 

☆ 

第
五
七
回 

現
代
俳
句 

全
国
大
会 

 

 

２
０
２
０
年
１
０
月
２
５
日 

参
加
４
名 

夏
薊
人
を
吸
い
込
む
献
血
車 

 
 
 
 
 

荒
尾
か
の
こ 

フ
ラ
イ
パ
ン
の
丸
へ
四
角
へ
夏
来
る 

 
 

徳
山 

直
子 

黄
水
仙
挿
せ
ば
茶
室
の
子
宮
め
く 

 
 
 

西
村 

楊
子 

電
波
塔
新
芽
と
競
い
林
立
す 

 
 
 
 
 

右
田 

捷
明 

『 

現
代
俳
句 

』 

列
島
春
秋 

掲
載
句 

 

（
２
０
２
０
年
） 

三
月 

肥
後
椿
初
陣
前
の
咳
払
い 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丘 

菜
月 

四
月 

さ
く
ら
さ
く
ら
指
の
先
ま
で
さ
く
ら
の
香 

佐
藤
恵
美
子 

五
月 

鳥
交
る
こ
ゑ
し
て
し
づ
か
五
高
の
森 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

光
永 

忠
夫 

六
月 

竜
神
の
泉
の
水
を
ひ
と
す
す
り 

田
川
ひ
ろ
子 

 

七
月 

ユ
ダ
の
子
を
産
み
継
ぐ
村
の
夏
の
霧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
口
裕
美
子 

八
月 

裏
阿
蘇
の
一
町
二
村 

水
の
秋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

星
永 

文
夫 

九
月 

枯
れ
は
じ
め
て
い
る
野
原
聴
く
野
原 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柏
原
喜
久
恵 

 

十
月 

遠
祖
の
蹴
り
た
る
湖
や
大
花
野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
弓
ぼ
た
ん 

十
一
月 

て
つ
が
く
の
ご
ろ
ご
ろ
ご
ろ
と
零
余
子
飯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
村 

楊
子 

十
二
月 

神
風
連
と
う
も
っ
こ
す
親
爺
の
早
生
蜜
柑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤 

幸 

（
２
０
２
１
年
） 

一
月 

寒
林
に
火
の
国
風
土
記
の
瘤
が
あ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

星
永 

文
夫 



☆ 

第
５
６
回 

滔
天
忌
俳
句
大
会 

 

２
０
２
０
年
１
２
月
６
日 

於
荒
尾 

服
部
た
か
子
選 

佳
作 

コ
ス
モ
ス
の
十
七
文
字
の
詩
情
か
な 

 
 
 

徳
山 

直
子 

波
高
く
寄
す
る
滔
天
忌
の
渚 

 
 
 
 
 
 

荒
尾
か
の
こ 

参
加
者
の
一
句 

石
落
つ
も
水
攻
め
く
る
も
銀
杏
黄
葉 

 
 
 

右
田 

捷
明 

革
命
の
先
づ
は
朝
飯
滔
天
忌 

 
 
 
 
 
 

西
村 

楊
子 

梨
を
剥
く
も
う
後
も
ど
り
で
き
ぬ
齢 

 
 
 

生
田 

一
代 

野
に
生
き
る
も
の
に
あ
ま
ね
く
冬
日
燦 

 
 

宮
中 

康
雄 

☆ 

第
２
０
回 

湯
河
原
文
学
賞 

 

俳
句
・
小
中
学
生
の
部 

優
秀
賞 

 
 

か
ぶ
と
虫
木
か
ら
落
ち
て
も
起
き
上
が
る 

 

荒
尾 
快
晴 

 

荒
尾
の
子
ど
も
俳
句
教
室
か
ら
の
入
賞
で
し
た
。 

 

 

会 

員 

句 

集 

書 

籍 

紹 

介 
 

・
加
藤
知
子
第
３
句
集
『
た
か
ざ
れ
き
』（
弦
書
房
） 

母
さ
ん
を
す
っ
ぽ
り
埋
め
る
人
た
ら
し 

相
聞
の
あ
わ
い
北
窓
塞
ぎ
け
り 

海
に
降
る
風
花
な
ら
ば
抱
き
し
め
る 

 

・
い
わ
さ
き
（
西
村
）
楊
子
著 

『
川
柳
人
が
た
の
し
む 

エ
モ
い 

漱
石
俳
句
』（
飯
塚
書
店
） 

贋
作
の
贋
作
な
ら
ば
シ
ロ
だ
ろ
う 

鶴
を
折
っ
た
ひ
と
さ
し
指
で
つ
ぶ
す
蟻 

開
戦
忌
レ
ノ
ン
忌
そ
し
て
漱
石
忌 

 

 

新 

会 

員 
 

吉
良 

香
織 

 

月
尾 

山
桜 

２
０
２
０
年
度 

総
会
に
代
わ
る 

  

緊 

急 

措 

置 

の 

お 

知 

ら 

せ  

 

今
年
度
の
総
会
を
、
本
年
３
月
６
日
に
国
際
交
流
会
館
で

予
定
し
て
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態
宣
言
が
拡
が
る
な
か
、

熊
本
市
で
も
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
メ
ー
ル
に
よ
る
役
員
会
を
開
い
て
協
議
し
た
結

果
、「
総
会
の
開
催
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
総
会
に
代
わ
る
緊

急
措
置
を
実
施
す
る
」
こ
と
を
決
め
ま
し
た
の
で
、
こ
の
決

定
を
ご
承
認
く
だ
さ
い
。 

総
会
に
代
わ
る
緊
急
措
置
は
、 

⓵ 

会
員
の
皆
様
に
は
、
会
長
に
一
任
し
て
い
た
だ
く
。 

② 

事
務
局
は
、
後
日
、
監
査
後
の
会
計
報
告
コ
ピ
ー
を 

会
報
と
と
も
に
配
布
す
る
。 

総
会
の
場
合
の
議
案
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

第
１
号
議
案
：
２
０
２
０
年
度
活
動
報
告
・
決
算
報
告 

第
２
号
議
案
：
２
０
２
１
年
度
活
動
計
画
・
予
算
（
案
） 

な
お
、
こ
の
手
続
き
に
対
し
、
ご
意
見
や
ご
異
議
が
あ
る

方
は
、
事
務
局
長
・
西
田
和
平
あ
て
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☆ 
紙 
上 

句 

会 

の 

お 

知 

ら 

せ 

☆ 
  

紙
上
句
会
を
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

投
句 

： 

５
句
ま
で 

締
切
り
： 

２
月 
２
８
日 

投
句
先
： 

西
田
和
平
あ
て 

◎ 

会
員
・
準
会
員
は
同
封
の
葉
書
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 

    

メ
ー
ル
送
信
可
能
な
方
は
、
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。 

◎ 

会
員
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。 

ご
参
加
の
場
合
、
投
句
と
と
も
に
、
８
４
円
切
手
５
枚 

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

各
種
俳
句
大
会 

投
句
募
集
の
お
知
ら
せ 

 

応
募
用
紙
を
同
封
し
て
い
ま
す
。 

〇
全
国
俳
誌
協
会
主
催
第
２
７
回
全
国
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル 

２
月
１
２
日 

締
切 

〇
第
３
２
回
伊
藤
園
お
ー
い
お
茶
新
俳
句
大
賞 

２
月
２
８
日 

締
切 

〇
俳
人
協
会
熊
本
県
支
部
第
２
２
回
俳
句
大
会 

 
 
 
 
 

３
月
１
０
日 

締
切 

奮
っ
て
ご
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

＊
現
代
俳
句
協
会
の
年
会
費
の
払
込
用
紙
が
届
い
た
ら
、
お

忘
れ
な
く
お
振
込
み
お
願
い
し
ま
す
。 

＊
第
５
８
回 

現
代
俳
句
全
国
大
会
は 

令
和
３
年 

１
０
月 

３
０
日
の
予
定
で
す
。 

 
 

 

編 

集 

後 

記 
 

・
熊
本
県
現
代
俳
句
協
会
創
立
３
０
周
年
記
念
合
同
句
集
は
、

い
か
が
で
し
た
か
。IS

B
N

も
取
得
し
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り

味
読
し
て
く
だ
さ
い
。（
在
庫
少
し
あ
り
ま
す
。
一
冊
千
円
で

販
売
中
。） 

・
俳
句
大
会
な
ど
に
応
募
し
、
入
選
受
賞
さ
れ
た
方
は
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

熊
本
県
現
代
俳
句
協
会 

会
報 

第
１
５
号 

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
１
月
２
０
日 

発
行 

発
行
人 

会 

長 
 

加
藤 

知
子 

 

編
集
人 

事
務
局
長 

西
田 

和
平 

熊
本
市
北
区
龍
田
陳
内
三
丁
目
１
９
番
２
７
号 

電
話 

：
０
９
６
・
３
３
７
・
２
０
６
２ 


